　札幌
　札幌は近代的な都市である。その格子縞の市街図は、決して中国から取り入れた伝統的な建築様式を参照したのではない；（そうではなく、）農業の最新技術を求めていた日本によって招かれたアメリカ農民の影響のもと、（札幌への）入植者の実用主義に（のっとって格子状の街にした）。1868年、明治新政府はまだアイヌ人に領有されている土地を最も合理的であるようにしようとした。北海道沖ではサハリンの厄介な国土問題を通して隣国ロシアとの軍事的緊張が高まっていただけに、政府は一層その方法(合理化)を実行した。また政府は、植民地化のための官庁が設けられた、津軽海峡の情報にある(戦略上)重要な都市である函館を発展させ続けるよりもむしろ、その土地（北海道）の中心都市を気づくことに決めた。政府は、小樽の得難い港の南方に位置する「サッポロ」、アイヌ語で「乾いて広大な川」(という意味の土地)を選んだ；実際、小樽の港は氷の虜ではなかった(不凍港だった)。19世紀末には人口2600だったが、札幌は1世紀のちに約200万の住人を持つ。今日日本で5番目の都市(札幌)は少し穏やかな現代性を示してはいるが、その実、重要な味方―自然―を有している。都市とその非常に多くの公園全体にかけて、冬に地表をまさに「新雪」が覆う時、自然は札幌を地下に追いやる。住民はこの時期、広大な地下道で生活し、地下鉄や有望なロープウェーで出かけるときは札幌が我々全員の白いコートを着た子供の夢を運ぶ。

位置―北海道の道庁所在地、東京から1054ｋｍ北に位置する都市。
必見―2月のさっぽろ雪まつり。いつまでも心に残る。続いて、ジンギスカンをサッポロビールと一緒に（役立ちコラム参照、ｐ４３５）。登別の温泉。
スケジューリング―もし時間が限られているなら、札幌での日中と晩、登別とその近辺で
の日中の計画を立てること
子連れ―雪まつり（毎年２月の第１週）。登別の第一滝本館。
旅を続ける―大雪山と知床の国立公園を見て。

　観光
JR札幌駅から徒歩１５分のTV塔（B2）から観光を始めよ。エッフェル塔をモデルとして1957年に建てられたその塔（90m）の頂上では、都市全体を見渡せる美しい眺めを楽しめる（9時～22時、700円）。西には大通り公園（A-B2）が広がっている。（大通り公園は）幅105m、長さ1.5kmの緑の大通りで（odoriは「幅の広い通り」を意味する）、行政地区と、日常的に火災に遭いやすい南の住宅地との間の防火林道としての役割をしている。今日、夏も冬も人がよく集まるこの緑ある大通りは、その非常に印象的な雪まつりで世界的に有名である。1950年より、この雪の祭典では巨大な氷の彫刻が展示され、（その彫刻は）毎年2月に10万もの観光客を集める（p439の写真参照）。この100もの作品は、やぐらを伴い、大麦糖のように透明な小宮殿だが、重さは700ｔ以上にもなる。
…日本では、北海道に住む新たな移民を養成するという需要に応えなくてはならなかった。時計台は今でもその元の鐘を保持している。丸4日はよく動く鐘は、井上家によって2世代前から手入れをされている。（時計台のある）学校の教室は今では小さな博物館と市の図書館を迎え入れている。
駅の近くのＪＲタワー（Ｂ１）では、2003年から札幌で最も印象的な眺めを見られる。高さ173ｍの38階にある展望台は、雪まつりのときには見逃せない（10時～23時、700円）。駅の東（バスで7分）には、サッポロビール博物館（Ｃ１の方向）がみられる。（博物館は）赤レンガでできた建物で、美しい煙突がそびえたち、（煙突には）北極星の刻印が押されている。古い札幌のビール工場は、日本初（のビール工場）であり、（今では）博物館になっている。
